
学校の役目

校 長 桑 原 啓 成

２学期が始まりました。事故もなく有意義な夏休みを過ごしたことは、子どもたちの元

気な表情から伝わってきました。これからの教育活動で夏休み中に培ったものを出せるよ

うにしたいと思います。

さて、２学期の教育活動がより充実したものになるように、改めて学校の役目というこ

とについて考えてみました。学校は教育機関です。教育をするのが役目です。しかし、

「ただすればいい」というのでは残念です。学校は、そこでの教育がもう必要ない人に育

てて卒業させる場所です。例えば、自動車学校は、もう自動車学校に来なくても運転がで

きる人に育てて卒業させます。基本的な運転技術が身に付いていない人は、卒業できませ

ん。というよりも、卒業させてはいけません。世の中に『学校』という名前がつくところ

はたくさんあります。そのなかで、どれくらいの先生が『そこでの教育がもう必要でない

人に育てる』ということを意識して仕事をしているでしょうか。学校という場で出会った

者として、お互いの役割を全うしたいものです。教える側は、『そこでの教育がもう必要

でない人に育てて卒業させること』を目標にし、教わる側は、『そこでの教育がもう必要

でない人になって卒業すること』を目標にするのです。自動車学校など、卒業に検定試験

があるところはその確認がしやすいのですが、義務教育は、卒業する日が決まっているの

で猶予がありません。教育の目的は、その段階でのという注釈はつきますが、最終的には

人格の形成にあります。

最近の子どもたちの様子を見ていると、いくつか気になることがあります。※できてい

たのに、できなくなったことは、ありませんか？※指示がなくても動けていたのに、指示

を出してもすぐに動けないことはありませんか？※自分たちで声をかけ合ってできていた

のに、する人が固定化していませんか？※罰を与える方向に話し合いが進んだり、「先生

が注意して！」などと言い出したりしていませんか？卒業のころには、先生の役目は終

わっていなければなりません。人間の成長は、完全な保護状態からその度合いが少なく

なっていくことにあります。自分で、自分たちで考え、行動できる力を付けていきたいと

思います。

新型コロナウイルス感染症が、一向に収束する気配を見せません。当分の間は、推移を

見守りながらの活動を余儀なくされますが、扇山小の子どもたちの健やかな成長のために、

これまで同様の体験を保障するのは、学校としての責務と考えています。扇山小は、コロ

ナに負けない学校でありたいと思っています（コロナに負けない学校？次号では、この

テーマで考えたいと思います）。
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業務時間外の電話対応について

学校の業務時間外(平日:19:00～翌日
7:30)及び休業日に、以下のような緊急
を要する場合は、
富良野市役所 0167-39-2300番

へご連絡ください。
①非常災害の場合
②児童の事件・事故、生徒指導上や健
康上（コロナ等）、緊急の必要性が
ある場合

③学校施設の維持管理上、緊急の必要
性がある場合

など

１６日（木）総練習予備日
１７日（金）実行委員会③、ＰＴＡ場所取り
１８日（土）運動会
２０日（月）敬老の日１日（水）ＡＬＴ（３～６年）

２日（木）全校集会（月） ２１日（火）４時間授業
６日 月 ２２日（木）４時間授業、ＡＬＴ（３・４年）（ ）運動会特別時間割開始 ＡＬＴ ５・６、 （ 年）
７日（火）開校記念日 ２３日（木）秋分の日、諸費再引落日

２４日（金）振替休業日（運動会）８日（水）ＡＬＴ（３～６年）
日（木）実行委員会① ２７日（月）諸費引落日９

１３日（月）全体練習① ２８日（火）社会見学（３年 、演劇指導（４年））
１４日（火）実行委員会②、教育実習終了 ３０日（木）委員会⑤

※各行事等は、中止・延期になる場合があります。１５日（水）総練習

１７日（火 、２６日間の夏休みを終えた子どもたち）
が登校し、久しぶりに元気な声が響き渡りました。朝
どの教室からも笑顔があふれ、やはり学校は子どもた
ちが主役であることを実感しました。
始業式では、校長先生から「１学期延期になった行

事を頑張りましょう」とお話がありました。
次に、２・４・６年の代表による「夏休みの思い出

と２学期がんばりたいこと」の発表と児童会代表児童
のお話がありました。みんな全校の前で大きな声で立
派に発表できました。子どもたちは最後まできちんと
した態度で式に臨むことができました。
元気な顔がそろい、学校に明るさが戻ってきました。
まだまだ暑い日が続きますが、新型コロナウイルス感染症に負けず、様々な学習や活動で、おお

いに活躍してくれるものと思います。そんな予感をさせられる２学期のスタートでした。

この度、教育実習をさせていただくことになった、北翔大学
３年生の岡野柊斗です。コロナ禍による様々な制限の中でも、
自分の母校である扇山小学校で教育実習がで
きることに、感謝しています。
自分は、２０１３年に扇山小学校を卒業し

ました。子どもの頃過ごした楽しい思い出が
たくさんあるこの場所で、もう一度成長する
ことができる状況はなかなかないと思いま
す。
この１か月を有意義な時間となるよう頑張

ります。
どうぞよろしくお願いいたします。

～総合的な学習の時間 ５年生～
、 、５年生は ＪＡ青年部の方の畑をお借りして

４月から農業体験を行い、にんじん、じゃがい
も、たまねぎを育ててきました。
２０日（金）には、収穫作業を行いました。

子どもたちは、野菜の成長の早さに驚くととも
に、収穫できた喜びを感じていました。

また、２６日
（木）には、持
久走記録会の後
に収穫した野菜

。を販売しました

、子どもたちは
とてもうれしそ
うでした。

天候が心配されましたが、２６日（木）に、
持久走記録会が行われました。１・２年生は６
００メートル、３・４年生は８００メートル、
５・６年生は１，２００メートル走りました。
子どもたちは、これまでの練習でみんな一生

懸命走り体力をつけました。その成果を発揮し
て、苦しさに耐えながらも、ゴールまで自分の
ペースで走ることができました。

【２年生の様子】 【６年生の様子】


